










成 19 年度から始まりました。24 年度までの 6年
間を一区切りとして実施し、23 年度は、これま
での成果を取りまとめて中間評価を行います。そ





































平成 23 年 11 月末に環境省は、平成 22 年度の
全国の湖沼の水質について発表しました。八郎湖
のＣＯＤは、平成 20～21 年のワースト 15 位から
14 位に後退しました。数値では、平成 20 年度と
21 年度のＣＯＤ年平均値 6.8 mg/L が、22 年度に
は 7.5 mg/L となり、0.7 mg/L 悪化しました。 
詳しく申しますと、8～10 月が悪く、ＣＯＤが
9 mg/L 以上でした。特に 9 月の野石橋のＣＯＤ





















23～24 年度の 2 カ年で、秋田高専環境都市工学
科の金准教授に調査委託しています。 
今年度の調査結果では、調査期間（5～9 月）



















平成 23 年 8月末の台風 12 号は、紀伊半島付近に
何日も停滞し、甚大な被害を及ぼしました。その
影響からか、大潟村では北北西の風向で、平均風









る 8 月 31 日から風向が 180 度変わり、南南東と
なったことで、この状況は一気に解消されました。 
   
写真 1 H23.8.30 馬踏川のアオコ  ↑拡大 
 











































平成 23 年 7月 19 日、当室の職員が乗船して八
郎湖の水質を調査中に、ワカサギが 100 匹程死ん
でいるのを発見しました。 
水質等の調査の結果、水深 3～4 m で溶存酸素
量と水温が激変しており、4 m 以深では溶存酸素
量がほぼゼロ、水温が 22～24 度。3 m 以浅では
溶存酸素飽和度が 110～200 %、水温が 28～31 度
でした。このような状況のため、魚類が生息でき
る環境が水深 3～4ｍあたりに限定され、昨年生
















に起こっており、翌日の 20 日の平均風速 7.3 m/
秒、最大風速 10.1 m/秒の強風により、21 日には
この状況は解消されました。水深に関係なく水温
は 25～26 度、溶存酸素飽和度は 100～120 %にな
りました。強風による「かき混ぜ効果」が絶大で
あることが分かりました。（別紙 1 参照） 
 
５）絶滅危惧Ⅱ類（環境省）イトクズモ 
 平成 19 年に、秋田県では絶滅したと考えられ
ていたイトクズモが、大潟村方上地区で発見され

















約 2,500 人ずつ減少しています。 
八郎湖環境対策室が平成 21～23 年度に実施し
た「生活雑排水流出防止事業」により、3年間で
約 1,700 人の下水道接続を実施しました。 
また、農村部の下水道である農業集落排水は、

































































Ｄ75 %値は 6～10 mg/L 程度であり、環境基準値
















































































































は平成 25年 3月 31 日までに完了しますが、引き
続き、生活排水を下水道へ接続し、下水道の接続
率向上を図ることが必要です。今後とも国、市町
村、研究機関、土地改良区、ＮＰＯや住民の皆様
などと協働で、八郎湖の水質改善対策を推進して
いきたいと考えております。ご協力の程、よろし
くお願いいたします。 
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